
近
世
日
本
の
西
北
境
界

也、V
イ
巳

内

敏

【
要
旨
】
　
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
成
り
立
ち
や
近
世
に
お
け
る
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
利
用
の
実
態
、
渡
海
者
の
実
体
験
、
地
誌
・
古
地
図
の
分
析
に
よ

れ
ば
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
は
、
日
本
の
版
図
外
で
あ
っ
た
。
一
方
、
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
も
朝
鮮
領
だ
と
す
る
安
龍
福
発
言

は
史
実
と
し
て
は
認
め
が
た
く
、
朝
鮮
政
府
も
そ
の
発
言
自
体
に
着
目
し
た
形
跡
が
全
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
安
龍
福
発
言
を
も
と
に
、
松
島
（
竹
島

／
独
島
）
が
朝
鮮
王
朝
の
版
図
に
含
ま
れ
て
い
た
な
ど
と
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
朝
鮮
政
府
に
あ
っ
て
も
、
松
島
（
竹
島
／
豊
島
）
は
版
図
外

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
日
本
の
西
北
境
界
は
隠
岐
諸
島
で
あ
り
、
朝
鮮
の
東
限
は
罐
陵
島
で
あ
っ
た
。
笹
島
に
挟
ま
れ
た
竹
島
／
独
島
は
、
い
ず
れ
の
政

府
に
と
っ
て
も
領
有
認
識
の
対
象
外
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
〇
巻
【
号
　
一
一
〇
〇
七
年
一
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
時
期
に
お
い
て
、
醗
陵
島
一
隠
岐
諸
島
海
域
に
お
け
る
国
境
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
出
雲
藩
士
斉
藤
豊
宣
の
著
し
た
『
隠
州
視
聴
覚
記
』
は
、
隠
岐
国
の
西
北
方
向
に
松
島
（
こ
ん
に
ち
の
竹
島
／
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

島
）
と
竹
島
（
こ
ん
に
ち
の
醤
陵
島
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
記
し
た
上
で
、
「
日
本
之
乾
食
地
、
以
豊
州
為
限
　
」
と
述
べ
る
。
｝
七
世
紀
日
本

の
西
北
境
界
（
百
本
之
乾
之
地
」
）
は
隠
岐
圏
（
「
此
州
」
）
に
あ
り
、
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
・
竹
島
（
欝
欝
島
）
は
日
本
の
版
図
外
だ
と
す
る
領
域
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②

認
識
で
あ
る
。
｝
方
、
朝
鮮
王
朝
側
は
、
少
な
く
と
も
醗
陵
島
ま
で
は
自
ら
の
版
図
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
『
東
国
輿
地
勝
覧
』

（
一
五
三
〇
年
）
等
の
地
誌
類
や
朝
鮮
八
道
を
描
い
た
古
地
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
朝
鮮
八
道
を
描
い
た
古
地
図
に
は
、
謬

陵
島
の
近
く
に
子
山
島
な
る
島
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
の
韓
国
で
は
、
子
山
島
を
竹
島
／
黒
髭
の
こ
と
と
解
釈
し
、
し
た
が
っ
て
、

前
近
代
よ
り
竹
島
／
独
島
は
韓
国
領
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
五
世
紀
以
後
の
朝
鮮
王
朝
政
府
は
黒
影
島
を
空
誉
化
し
て
朝
鮮
人
の
渡
航
・
居
住
を
厳
禁
し
て
き
た
か
ら
、
こ
の
島
は
あ
た

か
も
無
人
島
の
ご
と
き
様
態
を
示
す
こ
と
と
な
り
、
遅
く
と
も
～
六
世
紀
末
に
は
日
本
人
が
轡
陵
島
に
「
竹
島
」
な
い
し
は
「
磯
竹
島
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

名
称
を
付
し
て
渡
航
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
は
幕
府
年
寄
四
布
か
ら
鳥
取
藩
主
池
田
光
政
に
宛
て
ら
れ
た
連
署
奉

書
（
い
わ
ゆ
る
「
竹
島
渡
海
免
許
」
）
が
同
藩
領
米
子
の
町
人
大
谷
甚
吉
・
村
川
市
兵
衛
に
対
し
て
下
付
さ
れ
、
以
後
、
大
谷
・
村
川
両
家
が
毎
年

一
回
二
～
七
月
の
時
期
に
竹
島
（
嘗
陵
島
）
渡
海
を
繰
り
返
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
元
禄
五
年
（
＝
ハ
九
二
）
・
同
六
年
に
至
り
、
竹
島

（
轡
陵
島
）
で
朝
鮮
人
漁
民
と
連
年
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
漁
に
な
ら
な
く
な
っ
た
大
谷
・
村
川
両
家
は
、
鳥
取
藩
を
介
し
て
幕
府
に
朝
鮮

人
の
出
漁
禁
止
を
求
め
た
。
幕
府
は
対
馬
藩
に
対
し
て
そ
う
し
た
趣
旨
で
の
日
朝
交
渉
を
命
じ
た
が
、
交
渉
は
難
航
を
極
め
た
（
元
禄
竹
島
一

件
）
。
紆
余
曲
折
の
ち
元
禄
九
年
一
月
、
当
初
の
趣
旨
と
は
正
反
対
に
日
本
人
の
竹
島
（
雀
陵
島
）
渡
海
を
禁
止
す
る
「
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
」

を
出
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
内
容
は
日
朝
両
政
府
の
合
意
に
達
し
た
。
竹
島
（
畿
陵
島
）
は
日
本
の
版
図
外
で
あ
る
こ
と
が
、
認
識
だ
け
で
な

く
政
治
的
に
も
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
保
七
年
（
｝
八
三
六
）
、
石
見
浜
田
藩
の
今
津
屋
八
右
衛
門
が
竹
島
（
轡
陵
島
）
渡
海
を
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
処

刑
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
同
八
年
、
幕
府
は
改
め
て
「
天
保
竹
島
渡
海
禁
令
」
を
出
し
て
日
本
人
の
竹
島
（
醤
陵
島
）
渡
海
を
厳
禁
し
た
。

竹
島
（
謹
陵
島
）
が
日
本
の
版
図
外
で
あ
る
こ
と
の
政
治
的
確
認
が
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
再
度
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
二
度
に
わ
た
る
竹
島
渡
海
禁
令
に
つ
い
て
、
川
上
健
三
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
［
川
上
健
三
、
一
九
〇
～
一
九
二
夏
。

　
　
【
川
上
見
解
A
】
竹
島
へ
の
渡
海
が
禁
制
さ
れ
た
後
で
も
松
島
（
こ
ん
に
ち
の
竹
島
）
へ
の
渡
海
が
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
元
禄
九
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年
正
月
廿
八
日
付
の
竹
島
渡
海
禁
制
に
関
す
る
奉
書
に
…
松
島
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

【
川
上
見
解
B
】
こ
の
事
件
〔
天
保
竹
島
一
件
－
引
用
者
注
〕
の
判
決
文
中
に
、
浜
田
藩
家
老
岡
田
頼
母
の
家
来
橋
本
三
兵
衛
が
八
右
衛
門
に
対
し
て

「
右
最
寄
松
島
へ
渡
海
之
名
目
を
以
竹
島
え
渡
り
稼
方
見
極
上
弥
々
益
筋
に
有
之
な
ら
ば
取
計
方
も
有
之
」
と
語
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
事
件
の
当
時
に
お
い
て
も
、
松
島
へ
の
渡
航
は
な
ん
ら
の
問
題
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
証
拠
と
い
え
よ
う
。

門
川
上
見
解
C
】
松
島
の
所
在
を
知
り
、
ま
た
、
欝
陵
島
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
が
あ
わ
び
や
あ
し
か
の
漁
場
と
し
て
価
値
あ
る
こ
と
を
承
知

し
て
い
た
隠
岐
島
民
等
が
、
時
に
応
じ
て
こ
れ
〔
松
島
－
引
用
者
注
〕
を
利
用
開
発
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
決
し
て
無
理
な
推
測
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
川
上
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
竹
島
（
轡
陵
島
）
渡
海
が
禁
止
さ
れ
た
の
ち
も
、
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
へ
の
渡
海
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
松
島
（
竹
島
／
独
裁
）
が
日
本
の
版
図
に
含
ま
れ
る
と
ま
で
は
明
言
し
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
生
業
に
関
わ
る
領
域
と
し

て
近
世
日
本
に
残
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
韓
国
で
は
竹
島
／
豊
島
は
前
近
代
か
ら
既

に
韓
国
領
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
前
近
代
に
お
け
る
松
島
（
竹
島
／
藤
島
）
認
識
に
は
、
こ
ん
に
ち
に
お
け

る
竹
島
／
独
島
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
対
立
す
る
解
釈
を
孕
ん
で
い
る
。

　
本
稿
は
、
そ
の
海
域
に
竹
島
／
独
島
を
含
む
欝
陵
島
－
隠
岐
諸
島
海
域
を
考
察
対
象
と
し
、
主
と
し
て
近
世
に
お
け
る
国
境
認
識
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
、
こ
ん
に
ち
の
日
韓
間
に
お
け
る
議
論
の
対
立
に
つ
い
て
も
言
及
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
そ
の
領
膚
権
を
め
ぐ
っ
て
現
在
日
韓
間
に
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
　
　
陵
島
）
と
表
記
す
る
。

　
　
る
竹
島
（
韓
国
で
は
独
島
と
呼
ぶ
）
は
、
江
戸
時
代
日
本
で
は
松
島
と
呼
ば
れ
て
　
②
『
隠
州
視
聴
合
記
駄
を
め
ぐ
る
諸
論
点
に
つ
い
て
は
［
池
内
敏
二
〇
〇
六
］
所

　
　
い
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
松
島
（
竹
島
／
藍
島
）
と
表
記
す
る
。
ま
た
現
在
韓
国
　
　
　
　
収
の
補
論
五
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
領
の
菅
平
島
は
、
同
様
に
竹
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
竹
島
（
醗
　

③
以
下
に
述
べ
る
史
実
に
つ
い
て
は
［
池
内
敏
二
〇
〇
六
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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一
　
竹
島
渡
海
禁
令
と
松
島
（
竹
島
／
独
島
）

（「

j
　
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令

　
元
禄
六
年
に
始
め
ら
れ
た
竹
島
（
趨
陵
島
）
へ
の
朝
鮮
人
出
漁
禁
止
を
求
め
る
日
朝
交
渉
は
難
航
し
た
。
諺
陵
島
が
朝
鮮
領
で
あ
る
こ
と
は

朝
鮮
側
地
誌
類
に
も
明
瞭
で
あ
り
、
そ
う
し
た
島
へ
の
日
本
人
渡
航
を
保
障
し
朝
鮮
人
渡
航
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
側
か
ら
す
れ
ば
筋
違

い
の
要
求
と
思
わ
れ
た
。
対
馬
藩
で
は
、
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
や
『
講
義
類
説
』
（
李
曄
光
・
一
六
｝
四
年
置
と
い
っ
た
地
誌
類
を
参
照
す
る
と
朝

鮮
政
府
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
に
は
崩
し
が
た
く
思
わ
れ
る
一
方
、
幕
府
命
令
を
忠
実
に
実
現
す
る
た
め
に
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
日
朝
交

渉
の
場
で
は
竹
島
（
醗
陵
島
）
を
鐙
陵
島
（
朝
鮮
領
）
・
竹
島
（
日
本
領
）
な
る
異
な
る
二
島
と
し
て
扱
う
妥
協
案
が
当
初
提
示
さ
れ
た
が
、
の
ち

に
は
同
一
の
島
か
つ
朝
鮮
領
と
す
る
朝
鮮
政
府
に
対
し
、
対
馬
藩
は
同
一
の
島
か
つ
元
朝
鮮
領
で
今
は
日
本
領
と
す
る
強
弁
を
試
み
、
交
渉
は

膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

　
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
七
月
、
対
馬
藩
で
は
、
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
幕
府
と
協
議
す
る
こ
と
を
決
め
、
江
戸
で
の
協
議
は
＝
月
末

か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
対
馬
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
書
類
に
は
『
菓
国
輿
地
勝
覧
』
『
芝
糖
類
説
』
も
含
ま
れ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
を
参

照
し
た
幕
府
も
竹
島
（
灘
陵
島
）
を
日
本
領
と
は
断
言
で
き
ず
、
一
二
月
二
四
日
、
老
中
阿
部
正
武
は
鳥
取
藩
江
戸
藩
邸
に
対
し
て
竹
島
（
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

陵
島
）
に
関
わ
る
七
点
の
確
認
を
行
っ
た
。

〔
史
料
一
〕

　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
～
　
〔
第
一
条
〕
因
州
伯
州
江
付
候
竹
島
は
、
い
つ
の
比
よ
り
両
国
江
付
属
候
哉
、
先
祖
領
地
被
藩
候
よ
り
以
前
よ
り
之
儀
候
哉
、
但
、
其
後
よ
り
之
儀

　
　
　
候
哉
事
、
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　　　　　　　　　一　　　　　　　u－　　　　　一　　　　mu　　一一

　
右
に
見
る
よ
う
に
、

に
付
属
し
た
も
の
か
」

も
の
で
は
な
い

禄
九
年
正
月
九
日
、

と
の
打
診
を
行
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、

〔
史
料
二
〕

　
　
　
一
　
同
年
正
月
廿
三
日
、
松
平
伯
書
函
留
守
居
召
寄
相
尋
薄
墨
、
段
々
書
付
を
以
伯
誉
守
よ
り
気
重
聞
耳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
伯
誉
守

　
　
　
一
　
〔
第
一
条
〕
塁
壁
国
米
子
之
町
人
大
屋
九
右
衛
門
・
村
川
市
兵
衛
船
子
共
よ
り
外
者
領
国
之
者
竹
嶋
江
渡
出
仕
候
無
帽
不
申
候
、
尤
他
領
之
者
渡
海

　
　
　
之
儀
猶
豊
成
不
申
言
、
大
屋
九
右
衛
門
・
村
川
市
兵
衛
儀
者
先
年
よ
り
竹
嶋
渡
海
之
儀
御
免
被
遊
罷
越
二
室
外
よ
り
参
正
儀
者
軸
簾
無
御
座
候
、
右
之

〔
第
二
条
〕
竹
島
は
大
方
何
程
斗
之
島
候
哉
、
人
居
無
之
候
哉
事
、

〔
第
三
条
〕
竹
島
江
漁
採
二
人
参
候
哉
、
何
比
よ
り
相
懸
候
哉
、
年
々
参
候
哉
、
又
は
折
節
参
候
哉
、
如
何
様
之
猟
具
候
哉
、
船
数
も
多
参
候
哉
事
、

〔
第
四
条
〕
三
四
年
以
前
朝
鮮
人
参
致
猟
候
、
其
醐
人
質
に
両
入
と
ら
へ
ら
れ
候
、
其
以
前
も
折
々
参
候
哉
、
終
不
参
右
之
節
両
年
打
続
参
候
哉
事
、

〔
第
五
条
〕
　
一
両
年
は
不
相
越
哉
事
、

〔
第
六
条
〕
先
年
参
候
時
分
は
船
数
何
程
斗
、
人
も
何
程
参
候
当
事
、

〔
第
七
条
〕
竹
島
之
外
両
国
江
付
属
之
島
有
之
候
哉
、
井
是
又
漁
採
二
両
国
之
者
参
尊
書
事
、

右
様
子
承
度
存
候
、
書
付
可
被
差
越
候
、
以
上

　
十
二
月
甘
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
竹
島
之
書
付
」
、
鳥
取
県
立
博
物
館
）

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
の
第
一
点
め
は
「
因
幡
・
伯
書
に
付
属
す
る
竹
島
（
醗
陵
島
）
は
、
い
つ
の
頃
よ
り
両
国
（
因
幡
・
伯
誉
）

　
　
　
　
　
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
翌
日
な
さ
れ
た
鳥
取
藩
江
戸
藩
邸
の
回
答
は
「
竹
島
（
欝
陵
島
）
は
因
幡
・
読
書
に
付
属
す
る

　
　
【
竹
島
は
因
幡
叢
書
付
属
に
て
は
無
御
座
候
】
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
答
を
受
け
て
阿
部
は
、
年
明
け
早
々
の
元

　
　
　
　
対
馬
藩
家
老
重
言
直
右
衛
門
を
呼
び
出
し
て
、
日
本
人
の
竹
島
渡
海
禁
止
と
す
る
こ
と
で
竹
島
～
件
に
決
着
を
つ
け
た
い

　
　
　
　
　
対
馬
下
側
は
そ
の
内
容
を
江
戸
藩
邸
へ
持
ち
帰
り
、
二
日
後
に
老
中
の
判
断
に
従
う
意
向
を
表
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
鳥
取
藩
に
対
し
て
は
正
月
二
三
日
に
も
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

127 （127）



船
子
共
竹
叢
江
猟
二
罷
越
候
節
、
出
雲
国
隠
岐
国
猟
師
共
雇
候
而
米
子
之
船
子
同
船
二
而
罷
越
候
、
人
数
者
年
々
相
違
御
座
候
、
出
雲
国
よ
り
ハ
不
参

儀
旨
御
座
候
、
大
形
ハ
出
雲
国
よ
り
二
三
人
、
隠
岐
国
よ
り
八
九
入
墨
も
雇
候
正
理
越
候
由
二
御
座
候
、

一
　
〔
第
二
条
〕
松
嶋
ハ
何
れ
之
国
江
付
候
嶋
二
而
も
無
御
座
候
由
承
候
、

一
　
〔
第
三
条
〕
松
嶋
江
猟
二
参
単
婚
、
竹
嶋
江
渡
海
之
節
道
筋
に
て
御
座
廓
清
、
立
寄
猟
仕
候
、
他
領
よ
り
猟
二
参
候
儀
ハ
不
承
候
、
尤
出
雲
国
隠
岐

国
之
者
ハ
米
子
之
者
共
と
同
船
二
而
参
候
、

｝
　
〔
第
四
条
〕
伯
書
国
米
子
よ
り
出
雲
国
雲
津
ま
で
道
程
拾
里
程
、

一
　
〔
第
五
条
〕
出
雲
国
雲
津
よ
り
隠
岐
国
焼
火
山
迄
道
程
弐
拾
三
里
程
、

一
　
〔
第
六
条
〕
隠
岐
国
焼
火
山
よ
り
同
国
福
浦
ま
で
七
里
程
、

一
　
〔
第
七
条
〕
福
浦
よ
り
松
嶋
迄
八
拾
里
程
、

一
　
〔
第
八
条
〕
松
嶋
よ
り
竹
嶋
迄
四
拾
里
程
、

一
　
〔
第
九
条
〕
松
嶋
よ
り
朝
鮮
国
江
者
八
九
拾
里
程
も
御
座
候
様
二
承
及
候
、
已
上
、

　
　
正
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
磯
竹
島
覚
書
」
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
）

　
こ
の
返
答
書
で
は
、
大
谷
・
村
川
両
家
に
雇
用
さ
れ
た
者
の
ほ
か
に
は
鳥
取
事
事
の
者
で
も
竹
島
（
餐
陵
島
）
渡
海
を
行
わ
な
い
こ
と
、
ま

し
て
鳥
取
藩
領
以
外
の
者
は
竹
島
（
馨
陵
島
）
渡
海
を
行
わ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
大
谷
・
村
川
両
家
が
渡
海
に
際
し
て
出

雲
・
隠
岐
の
者
を
雇
用
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
（
第
一
条
）
。

　
一
方
、
幕
府
は
松
江
藩
に
対
し
て
も
領
民
の
竹
島
（
向
陵
島
）
渡
海
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
て
い
る
。

〔
史
料
呂

一
　
同
年
正
n
月
廿
轟
ハ
日
、

　
　
　
　
　
ロ
上
覚

松
平
出
羽
守
留
守
居
召
寄
相
尋
候
趣
、

書
付
を
以
返
答
群
来

　
　
松
平
出
羽
守
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〔
第
～
条
〕
雲
州
隠
州
之
者
為
自
分
働
磯
竹
江
致
渡
海
候
之
儀
不
及
承
事
、
歴
然
隠
州
近
年
之
様
子
不
存
候
、

　
　
　
一
　
〔
第
二
条
〕
伯
州
米
子
町
人
村
川
市
兵
衛
・
大
屋
九
右
衛
門
雲
州
豊
津
浦
よ
り
直
二
磯
竹
江
者
不
致
渡
海
、
隠
岐
国
迄
乗
船
、
路
地
よ
り
磯
竹
江
渡

　
　
　
海
仕
候
由
承
候
、

　
　
　
一
　
〔
第
三
条
〕
竹
嶋
之
儀
雲
州
二
而
考
磯
竹
と
申
候
事
、

　
　
　
一
　
〔
第
四
条
〕
雲
州
隠
州
よ
り
磯
竹
江
海
路
難
所
二
才
候
故
、
右
両
国
筆
者
米
子
之
者
二
同
船
仕
参
横
挿
望
不
申
候
得
共
、
市
兵
衛
・
九
右
衛
門
船
子

　
　
　
共
年
々
雇
申
候
付
罷
越
候
事
、

　
　
　
一
　
〔
第
五
条
〕
右
電
通
候
故
、
自
分
と
し
て
磯
竹
江
渡
海
之
義
決
而
無
糖
候
、
歴
然
隠
州
之
儀
者
近
年
御
代
富
所
二
成
候
故
、
委
細
不
存
候
事
、

　
　
　
一
　
〔
第
六
条
〕
委
細
之
儀
御
尋
被
遊
候
者
、
国
元
江
申
遣
、
吟
味
可
仕
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　
正
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
出
羽
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
磯
竹
島
覚
書
」
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
）

　
松
江
藩
が
返
答
し
た
内
容
は
、
竹
島
（
馨
陵
島
）
を
出
雲
で
は
磯
竹
島
と
呼
ぶ
（
第
三
条
）
と
か
、
米
子
町
人
大
谷
・
村
川
船
は
出
雲
雲
津
か

ら
隠
岐
を
経
て
竹
島
（
醗
陵
島
）
渡
海
を
行
う
（
第
二
条
）
と
い
っ
た
記
述
の
ほ
か
は
、
出
雲
・
隠
岐
の
者
は
竹
島
（
辮
陵
島
）
渡
海
に
積
極
的

な
関
わ
り
を
も
た
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
い
わ
く
、
出
雲
・
隠
岐
か
ら
竹
島
（
馨
陵
島
）
へ
の
海
路
は
難
所
に
あ
た
る
の

で
、
出
雲
・
隠
岐
の
者
は
米
子
町
人
大
谷
・
村
川
船
に
乗
る
こ
と
を
望
ま
な
い
し
（
第
四
条
）
、
出
雲
・
隠
岐
の
者
は
自
ら
進
ん
で
竹
島
（
灘
陵

島
）
へ
渡
海
す
る
こ
と
は
な
い
（
第
一
条
・
第
五
条
）
。
大
谷
・
村
川
船
が
出
雲
・
隠
岐
の
者
を
雇
い
入
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
同
行
す
る
ま
で
で

あ
る
（
第
四
条
）
、
と
。

　
こ
う
し
て
幕
府
は
、
竹
島
（
鶴
陵
島
）
渡
海
に
対
す
る
規
制
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
鳥
取
藩
領
（
因
幡
・
伯
誉
）
民
の
動
向
（
と
り
わ
け
大
谷
・

村
川
両
家
）
さ
え
把
握
で
き
れ
ば
事
態
は
収
拾
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
元
禄
九
年
正
月
二
八
日
、
竹
島
渡
海
禁
令
が
鳥
取
藩
主

あ
て
に
示
さ
れ
た
。
禁
令
が
全
国
法
令
で
な
か
っ
た
の
は
、
現
実
に
渡
海
を
行
っ
て
き
た
鳥
取
藩
領
民
に
対
す
る
規
制
さ
え
な
さ
れ
れ
ば
渡
海
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禁
止
の
実
が
あ
が
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
元
禄
八
年
＝
一
月
二
四
日
付
で
な
さ
れ
た
問
い
合
わ
せ
〔
史
料
～
〕
の
第
七
条
「
竹
島
（
馨
陵
島
）
の
ほ
か
に
因
幡
・
下
書
両

国
に
付
属
す
る
島
は
あ
る
か
。
ま
た
そ
こ
へ
因
幡
・
伯
書
両
国
の
者
が
漁
に
出
か
け
る
こ
と
は
あ
る
か
」
な
る
問
い
に
対
し
、
「
竹
島
（
醗
陵

島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
習
）
を
は
じ
め
と
し
て
因
幡
・
伯
誉
両
国
へ
付
属
す
る
島
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
四
竹
島
・
松
島
其
外
両
国
江
付
属
之
島
無

御
座
候
事
】
」
と
す
る
返
答
は
、
幕
府
を
困
惑
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
幕
府
は
改
め
て
鳥
取
藩
に
対
し
、
「
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

何
か
」
を
問
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
正
月
二
三
日
に
お
け
る
問
答
〔
史
料
二
〕
で
あ
る
。

　
〔
史
料
二
〕
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
藩
江
戸
藩
邸
は
、
骨
導
国
・
朝
鮮
か
ら
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
至
る
道
の
り
（
第
四
～
九
条
）
に
つ
い
て
記

す
と
と
も
に
、
「
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
は
因
幡
・
伯
労
い
ず
れ
の
国
に
付
属
す
る
も
の
で
も
な
い
（
鳥
取
藩
領
で
は
な
い
）
」
（
第
二
条
）
、
「
松
島

（
竹
島
／
独
島
）
へ
は
竹
島
（
醤
陵
島
）
渡
海
の
道
筋
に
あ
た
る
の
で
、
途
中
で
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
立
ち
寄
っ
て
漁
を
す
る
。
鳥
取
県
領
以

外
の
者
が
松
島
（
竹
島
／
笹
島
）
へ
漁
を
し
に
行
く
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
出
雲
国
・
隠
岐
国
が
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
行
く
と
き
は
米

子
の
者
と
同
船
し
て
行
く
」
（
第
三
条
）
と
述
べ
る
。

　
こ
う
し
た
内
容
を
含
む
書
面
が
正
月
二
三
日
幕
府
に
提
出
さ
れ
、
同
二
六
日
の
松
江
藩
返
答
書
と
と
も
併
せ
検
討
さ
れ
た
結
果
、
同
二
八
日

に
竹
島
渡
海
禁
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
渡
海
禁
令
の
作
成
過
程
に
鳥
取
藩
・
松
江
藩
返
答
書
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

禁
令
中
に
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
関
わ
る
明
文
記
載
は
何
も
無
い
も
の
の
、
「
松
島
（
竹
島
／
独
尊
）
は
鳥
取
藩
領
で
は
な
い
」
と
す
る
鳥
取
藩

返
答
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
鳥
取
藩
領
民
の
竹
島
（
馨
陵
島
）
渡
海
さ
え
取
り
締
ま
れ
ば
禁
令

の
実
は
上
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
関
わ
る
鳥
取
藩
返
答
書
〔
史
料
二
〕
第
三
条
に
し
た
が
え
ば
、
鳥
取
藩
領
民

の
竹
島
（
醗
陵
島
）
渡
海
が
禁
止
さ
れ
れ
ば
、
同
様
に
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
渡
海
を
行
う
者
は
皆
無
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
冒
頭
に
掲

げ
た
【
川
上
見
解
A
曝
は
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
文
面
を
表
面
的
に
な
ぞ
っ
た
だ
け
の
皮
相
な
兇
解
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
に
見
て
き

た
渡
海
禁
令
発
給
過
程
に
照
ら
せ
ば
【
川
上
見
解
A
】
は
成
り
立
た
な
い
。
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海
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⑤

　
文
献
史
料
上
に
お
け
る
松
島
な
る
高
名
の
初
見
例
と
な
る
大
谷
道
喜
あ
て
石
井
宗
悦
書
状
（
大
谷
家
文
書
）
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
書
中
で

宗
悦
は
、
村
川
市
兵
衛
が
「
七
〇
～
八
○
石
程
度
の
小
船
で
松
島
（
竹
島
／
独
話
）
へ
行
き
、
そ
こ
に
い
る
ア
シ
カ
を
鉄
砲
で
追
い
立
て
れ
ば
、

ア
シ
カ
は
竹
島
（
灘
陵
島
）
の
方
へ
逃
げ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
竹
島
（
轡
陵
島
）
で
の
収
獲
も
増
え
る
に
違
い
な
い
」
と
述
べ
た

【
松
島
へ
七
八
拾
石
之
小
舟
遣
、
鉄
砲
二
黒
み
ち
野
面
候
ハ
・
、
小
島
平
身
二
候
間
、
竹
島
混
み
ち
に
け
さ
り
、
竹
島
之
納
所
大
分
候
ハ
ん
と

市
兵
衛
望
申
候
】
こ
と
を
記
載
す
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
の
利
用
価
値
は
、
そ
の
島
自
体
の
漁
獲
に
は
な
く
、
竹

島
（
欝
陵
島
）
で
の
漁
に
付
随
し
て
生
じ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
〔
史
料
二
〕
第
三
条
に
見
ら
れ
る
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
に
お
け
る

漁
労
も
ま
た
、
竹
島
（
醗
陵
島
）
渡
海
の
途
中
で
付
随
的
に
な
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
大
谷
・
村
川
家
の
最
後
の
竹
島
（
轡
陵
島
）
渡
海
と
な
っ
た
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
、
島
に
は
多
数
の
朝
鮮
人
が
い
た
た
め
に
着
岸
で
き
ず
、

そ
の
ま
ま
帰
途
に
つ
き
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
で
「
鞄
を
少
々
採
っ
た
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
竹
島
（
醗
陵
島
）
渡
海
が
禁
止
さ
れ
た
の
ち
仮

に
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
だ
け
に
渡
海
し
た
と
こ
ろ
で
、
採
れ
る
飽
も
「
少
々
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
家
業
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
漁
獲
は

見
込
め
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
大
谷
・
村
川
家
は
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
の
ち
竹
島
（
謬
陵
島
）
復
活
嘆
願
を
繰
り
返
し
行
っ
た
の
で
あ

る
。　

天
保
竹
島
一
件
で
捕
縛
さ
れ
た
今
津
屋
八
右
衛
門
は
、
竹
島
（
謹
陵
島
）
渡
海
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。

〔
史
料
四
〕

…
…
隠
岐
福
浦
へ
着
、
夫
よ
り
順
風
二
随
子
之
方
へ
沖
争
い
た
し
、
松
島
地
先
を
も
罷
通
り
嘉
節
、

無
数
、
更
二
見
込
無
之
場
所
二
付
、
態
々
上
陸
不
致
、
其
侭
乾
緒
方
へ
乗
廻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
船
中
よ
り
見
受
候
処
、

同
報
月
球
一
書
竹
島
へ
着
船
、

　
　
　
　
　
　
　
（
『
竹
島
渡
海
一
件
記
聴
、

果
而
小
嶋
二
而
樹
木
等
も

東
京
大
学
附
属
図
書
館
）
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隠
岐
国
福
浦
を
出
帆
し
て
竹
島
（
轡
陵
島
）
を
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
松
島
（
竹
島
／
門
島
）
の
間
近
を
通
っ
た
の
で
船
中
か
ら
島
の
様

子
を
確
か
め
た
が
、
思
っ
た
通
り
の
小
島
で
樹
木
も
あ
ま
り
無
く
、
ど
う
に
も
収
獲
の
見
込
め
そ
う
も
な
い
場
所
門
見
込
無
道
場
所
】
と
思
わ

れ
た
の
で
わ
ざ
わ
ざ
上
陸
せ
ず
に
通
過
し
た
、
と
。
現
実
の
渡
海
者
が
見
た
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
は
ま
る
で
魅
力
の
な
い
「
見
込
無
爵
場

所
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
近
習
の
松
島
（
竹
島
／
油
島
）
は
、
そ
れ
自
体
を
単
独
で
活
用
す
る
だ
け
の
価
値
に
乏
し
く
、
竹
島
（
帝
陵
島
）

渡
海
と
併
せ
て
の
利
用
が
で
き
て
初
め
て
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
に
鑑
み
た
場
合
、
本
稿
冒
頭
で
引
用
し
た
【
川
上
見
解
C
】
は
、
本
人
の
主
張
と
は
裏
腹
に
「
無
理
な
推
測
」
と
す
る
ほ
か
な

い
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
成
り
立
た
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
今
津
屋
八
右
衛
門
一
件
の
裁
決
過
程
に
照
ら
せ
ば
、
【
川
上
見
解

B
】
も
ま
た
成
り
立
ち
が
た
い
。
川
上
は
浜
田
付
家
老
の
家
来
橋
本
三
兵
衛
が
八
右
衛
門
に
対
し
て
「
右
最
寄
之
松
島
へ
渡
海
の
名
目
を
以
竹

島
へ
渡
、
稼
方
見
極
之
候
上
、
弥
帯
筋
有
之
ナ
ラ
バ
取
計
方
モ
可
有
之
蛙
掛
テ
」
（
八
右
衛
門
へ
の
死
罪
申
渡
書
面
）
な
る
教
唆
を
行
っ
た
こ
と
を

も
っ
て
、
「
松
島
へ
の
渡
航
は
な
ん
ら
の
問
題
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
へ

行
く
と
の
名
目
を
立
て
て
行
け
ば
竹
島
（
灘
陵
島
）
渡
海
を
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
の
示
唆
を
得
て
渡
海
を
行
い
、
捕
縛
さ
れ
た
八
右
衛
門
が
、

果
た
し
て
右
の
言
い
抜
け
を
試
み
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
八
右
衛
門
が
処
刑
さ
れ
た
事
実
は
、
橋
本
三
兵
衛
の
教
唆
が
通
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
川
上
の
仮
説
は
成
り
立
た
な
い
。
天
保
竹
島
一
件
を
も
っ
て
日
本
入
の
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
利
用
の
可
能
性
を

論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
天
保
竹
島
一
件
に
か
か
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
は
、
今
津
屋
八
右
衛
門
の
摘
発
を
通
じ
て
、
幕
府
に
よ
る
二
度
目
の
竹
島
渡
海
禁
令
が

出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
天
保
八
年
（
一
△
二
七
）
三
月
に
出
さ
れ
た
禁
令
は
、
内
容
的
に
は
元
禄
竹
島
一
件
を
踏
ま
え
な
い
誤
謬
を
含
む
点

で
、
形
態
的
に
は
全
国
法
令
と
し
て
広
く
周
知
さ
れ
た
点
で
、
注
目
に
値
す
る
。

〔
史
料
五
〕

　
　
　
今
度
松
平
周
防
守
元
領
分
石
見
浜
田
松
原
浦
罷
在
候
無
宿
八
右
衛
門
竹
島
へ
渡
海
致
し
候
一
件
、
吟
味
之
上
皇
八
右
衛
門
其
外
夫
々
厳
科
二
被
行
候
、
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右
島
往
古
者
伯
州
米
子
之
者
共
渡
海
魚
漁
等
致
候
と
い
へ
共
、
元
禄
之
度
朝
鮮
江
御
渡
し
こ
相
成
候
以
来
渡
海
停
止
家
士
出
候
場
所
二
有
之
、
都
而
異
国

　
　
渡
海
士
爵
者
重
々
御
璽
禁
二
下
条
、
向
後
家
島
国
儀
も
同
様
相
心
得
渡
海
嬉
野
敷
候
、
勿
論
国
々
之
廻
船
等
海
上
に
お
み
て
異
国
船
二
不
出
寝
様
乗
筋
等

　
　
心
掛
可
申
旨
、
先
年
も
相
触
候
通
弥
相
守
、
以
来
ハ
可
成
た
け
遠
沖
乗
不
致
様
乗
廻
り
可
申
候
、

　
　
　
右
之
趣
、
御
料
者
御
代
宮
私
領
者
領
主
地
頭
よ
り
浦
方
村
町
共
不
洩
様
可
触
知
候
、
尤
触
書
之
押
板
札
二
認
、
高
札
場
所
二
掛
置
瓢
箪
物
也
、

　
　
　
右
御
書
付
従
江
戸
到
来
候
条
、
洛
中
洛
外
へ
不
洩
様
可
相
触
候
也

　
　
　
　
　
酉
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
’
系
都
肝
明
触
胎
果
成
一
～
1
一
⊥
ハ
九
）

　
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
が
鳥
取
藩
に
対
す
る
個
別
法
令
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
右
に
示
し
た
天
保
竹
島
渡
海
禁
令
が
全
国
法
令
と
し
て
津
津

浦
々
に
高
札
を
立
て
て
ま
で
周
知
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
九
世
紀
日
本
人
に
竹
島
な
る
異
国
の
島
の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
も
そ
の
島
は
、
右
の
禁
令
に
従
え
ば
、
「
元
禄
年
間
に
朝
鮮
へ
渡
し
た
（
元
禄
之
度
朝
鮮
江
御
渡
し
二
相
成
候
】
」
島
と
説
明
さ
れ
た
。

翻
っ
て
考
え
れ
ば
そ
れ
以
前
は
日
本
の
島
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
元
禄
竹
島
一
件
裁
定
時
に
お
け
る
幕

府
の
認
識
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
老
中
阿
部
正
武
は
「
朝
鮮
領
の
島
〔
竹
島
〕
を
日
本
の
も
の
と
し
た
わ
け
で
も
な
い

四
朝
鮮
之
島
を
日
本
江
取
候
と
申
二
而
も
無
之
】
」
と
明
言
し
［
池
内
敏
二
〇
〇
六
］
、
鳥
取
藩
も
竹
島
（
総
理
島
）
は
藩
領
に
属
す
る
も
の
で
は

な
い
と
明
言
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
天
保
竹
島
渡
海
禁
令
の
発
布
に
至
る
過
程
が
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
た
め
、
右
の
よ
う
な
誤
謬
が
混
じ
り
込
ん
だ
原
因
を
正
確
に
突
き

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
〔
史
料
六
〕
を
掲
げ
、
今
津
屋
八
右
衛
門
の
一
件
に
連
座
し
た
対
馬
藩
家
老
杉
村
但
馬
に

対
す
る
幕
府
裁
許
状
（
天
保
七
年
～
二
月
二
＝
百
付
）
の
な
か
に
も
、
既
に
類
似
す
る
表
現
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

〔
史
料
六
〕

　
　
　
御
裁
許
書

　
　
　
杉
村
但
馬
儀
、
朝
鮮
国
二
拘
候
儀
者
主
家
重
御
用
筋
二
付
、
是
迄
御
尋
等
有
之
爆
管
ハ
閣
老
中
様
方
江
家
老
共
よ
り
直
二
申
上
候
仕
来
二
付
、
既
今
般
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竹
島
之
儀
御
奉
行
所
二
而
御
尋
有
之
候
節
も
右
仕
来
調
子
を
以
兼
而
之
心
得
方
相
伺
、
右
者
主
家
之
規
格
二
言
得
共
、
異
国
昏
蒙
候
儀
ハ
重
事
二
而
他
二

平
間
敷
儀
二
而
（
申
略
）
松
平
周
防
守
様
御
家
来
松
平
亘
自
己
之
心
得
を
以
竹
島
之
儀
承
合
候
硯
、
（
中
略
）
不
束
之
心
得
を
以
主
人
江
も
不
申
聞
、
掴

島
先
年
彼
国
漢
御
渡
相
成
候
醐
之
記
録
等
書
抜
、
亘
江
差
遣
紺
碧
、
重
役
を
も
相
落
籍
身
分
不
博
二
付
、
御
役
儀
御
取
上
、
押
込
被
疑
付
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
御
留
守
毎
日
記
臨
〔
宗
家
一
／
五
七
〇
〕
天
保
八
年
二
月
二
九
日
条
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

①
問
い
合
わ
せ
七
点
に
対
す
る
返
答
内
容
の
い
ち
い
ち
に
つ
い
て
は
［
池
内
敏
二

　
〇
〇
五
A
］
で
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
。

②
同
内
容
の
も
の
が
「
竹
島
渡
海
禁
止
井
渡
海
沿
革
」
（
噸
鳥
取
藩
史
』
事
変
志
一
、

　
四
七
二
～
四
七
三
頁
）
に
も
翻
刻
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
〔
史
料
二
〕
と
は
い
さ

　
さ
か
形
態
を
異
に
し
、
三
つ
の
覚
轡
（
い
ま
仮
に
収
載
順
に
A
B
C
と
し
て
お

　
く
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
『
鳥
取
藩
心
隔
A
は
、
〔
史
料
二
〕
の
第
四
～
八
条
と
｝

　
致
し
、
同
B
は
〔
史
料
二
〕
の
第
二
条
・
三
条
・
九
条
お
よ
び
門
松
淀
江
伯
習
国

　
よ
り
海
路
菖
弐
十
里
程
御
座
候
事
偏
と
す
る
一
条
が
付
け
加
わ
る
。
ま
た
同
C
は

　
〔
史
料
二
〕
第
一
条
と
一
致
す
る
。
ま
た
『
鳥
取
藩
史
輪
収
載
分
は
、
い
ず
れ
も

　
日
付
が
正
月
廿
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

③
か
つ
て
瑚
上
健
三
に
よ
っ
て
一
六
六
〇
年
代
に
「
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
渡
海

　
免
許
」
が
幕
府
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
［
川
上
健
三
］
、
現
在
の
韓

　
国
で
も
松
島
渡
海
免
許
が
実
在
し
た
こ
と
を
爺
提
に
し
て
竹
島
／
独
島
問
題
を
論

　
じ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
松
島
渡
海
免
許
が
実
在
し
な

　
い
こ
と
を
論
証
し
た
こ
と
が
あ
る
［
池
内
敏
二
〇
〇
六
］
（
た
だ
し
、
当
該
論
文

　
の
初
出
は
｝
九
九
九
年
）
。
も
し
松
島
渡
海
免
許
な
る
も
の
が
実
在
し
た
と
す
れ

　
ば
、
こ
の
元
禄
八
年
宋
～
九
年
冒
頭
の
時
期
に
〔
史
料
一
・
二
〕
に
見
ら
れ
る
よ

　
う
な
問
答
が
引
き
起
こ
さ
れ
よ
う
も
な
い
し
、
こ
う
し
た
問
答
に
際
し
て
幕
府
な

　
り
烏
取
藩
な
り
が
松
島
渡
海
免
許
（
ま
た
は
そ
の
写
本
）
を
参
照
・
提
出
す
れ
ば

　
済
む
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
も
の
が
参
照
さ
れ
た
り
提
出
さ
れ
た
り

　
し
た
形
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
松
島
渡
海
免
許
な
る
も
の
は

　
実
在
し
な
い
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

④
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
本
文
は
門
先
年
松
平
新
太
郎
因
州
・
伯
州
領
知
之
節
相

　
伺
之
、
伯
州
米
子
之
町
人
村
川
市
兵
衛
・
大
屋
甚
吉
竹
島
江
渡
海
至
貴
国
難
致
漁

　
候
、
向
後
竹
島
江
渡
海
之
儀
制
禁
色
申
付
旨
被
仰
山
無
間
、
可
被
存
其
趣
候
」
と

　
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑤
石
弁
宗
悦
は
当
時
鳥
取
城
下
に
あ
っ
た
初
期
商
人
の
一
人
で
廻
船
業
に
活
躍
し

　
た
人
物
、
大
谷
道
喜
は
初
代
大
谷
九
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。
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二
　
地
図
と
地
誌
に
よ
る
国
境
認
識

　
近
世
日
本
の
官
撰
地
図
で
松
島
（
竹
島
／
鷹
島
）
を
最
初
に
画
い
た
の
は
長
久
保
赤
水
「
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
（
一
七
七
五
年
）
で
あ
り
、
同

人
に
よ
る
「
日
本
路
程
輿
地
図
」
（
｝
七
七
八
年
）
が
「
日
本
本
土
と
そ
の
付
属
地
に
は
す
べ
て
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
が
、
竹
島
と
松
島
は
、

朝
鮮
半
島
と
と
も
に
彩
色
し
て
い
な
い
」
か
ら
、
官
撰
地
図
で
は
竹
島
（
励
起
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
が
日
本
領
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
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な
い
［
堀
和
生
］
、
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
下
條
正
男
は
「
鈴
木
駿
園
が
長
久
保
赤
水
の
『
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
を
改
訂
し
て
刊
行
し
た

『
増
訂
日
本
国
郡
輿
地
路
程
全
図
』
（
中
略
）
で
は
、
竹
島
、
松
島
（
中
略
）
に
も
日
本
本
土
と
同
じ
く
黄
色
い
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
」

と
し
て
批
判
す
る
［
下
條
正
男
］
。
ま
た
『
フ
ォ
ト
し
ま
ね
＝
ハ
一
号
』
（
島
根
県
総
務
部
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
は
、
最
終
面
全
面
に
色
刷
り
で

「
大
日
本
海
陸
全
図
」
（
一
八
六
四
年
）
を
掲
げ
、
「
竹
島
、
松
島
と
も
に
、
隠
岐
諸
島
と
同
じ
黄
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
点
で
、
貴
重
な
史

料
」
と
付
記
す
る
。

　
さ
て
、
右
に
見
る
よ
う
な
、
古
地
図
に
記
さ
れ
た
竹
島
（
轡
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
習
）
に
彩
色
さ
れ
る
か
否
か
で
当
時
の
領
有
認
識
を

論
じ
る
や
り
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
主
張
に
整
合
的
な
地
図
を
論
拠
に
し
て
論
じ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
右
の
場
合
、
下
條
正
男

は
堀
和
生
が
提
示
し
な
か
っ
た
地
図
を
論
拠
に
し
て
堀
の
議
論
を
否
定
し
て
み
せ
る
だ
け
で
、
堀
の
提
示
し
た
地
図
そ
の
も
の
に
は
言
及
し
な

い
。
『
フ
ォ
ト
し
ま
ね
一
六
一
号
』
の
場
合
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
『
日
本
古
地
図
集
成
』
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
・
『
新
装
版
日
本
古
地
図
大
成
』
（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
等
に
よ
っ
て

江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
日
本
図
を
二
〇
点
ほ
ど
集
め
、
編
年
順
に
並
べ
て
竹
島
（
雛
菊
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
記
載
や
彩
色
の
有
無
を

検
討
す
る
と
、
そ
こ
に
年
代
的
な
特
徴
が
現
れ
て
く
る
（
表
参
照
）
。

　
ま
ず
第
一
に
、
「
日
本
図
・
中
国
図
」
（
整
理
番
号
；
一
、
一
七
二
七
年
）
ま
で
は
、
「
日
本
図
」
（
同
〇
三
、
桃
山
時
代
）
を
例
外
と
し
て
竹
島

（
諺
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
の
記
載
が
な
い
。
第
二
に
、
「
日
本
分
野
図
」
（
同
一
四
、
へ
七
五
四
年
）
に
初
め
て
竹
島
（
馨
陵
島
）
の
み
が

登
場
す
る
が
、
彩
色
が
な
さ
れ
な
い
。
ま
た
「
豆
本
輿
地
路
程
全
図
」
（
同
一
五
、
　
七
七
五
年
）
か
ら
「
重
畳
日
本
輿
地
全
図
」
（
同
一
八
、
一
七

八
三
年
）
に
到
る
四
点
に
は
竹
島
（
嘗
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
島
島
）
野
島
が
記
載
さ
れ
、
両
島
と
も
に
彩
色
が
な
さ
れ
な
い
。
第
三
に
、
「
三

国
通
覧
輿
地
路
程
全
図
」
（
同
一
九
、
一
七
八
五
年
）
か
ら
「
新
刊
輿
地
全
図
」
（
同
二
八
、
一
八
六
一
年
）
に
到
る
九
点
に
は
概
ね
豊
島
が
描
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
①

彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
日
本
図
に
お
け
る
竹
島
（
醤
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
心
耳
）
記
載
や
彩
色
の
有
無
に
関
わ
る

年
代
的
な
特
徴
と
は
、
「
A
記
載
無
し
↓
B
記
載
あ
り
無
彩
色
↓
C
記
載
あ
り
彩
色
」
と
す
る
変
化
の
こ
と
で
あ
る
。
A
か
ら
B
へ
の
変
化
は135　（135）



る竹島・松島

f雇｛ 考

隠岐福浦「此湊船懸吉、竹島江之渡海此湊二而天気見合候」

隠岐福浦「竹島工渡海ノ舟此湊二而日和見脂玉」

（航路上の記載読み取れず）　　　　　　　　　　　　　　竹島は無色

見高麗猶雲州望隠州／竹島一日磯竹島

見高世羅雲州望隠州／竹島～潤磯竹島　　　　　　　　　　両島は無色

見高麗猶雲州望隠州／竹島一日磯竹島　　　　　　　　　　全図彩色ナシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩色なし？

此島ヨリ隠州ヲ望、又朝鮮ヲモ見ル／朝鮮ノ持唄竹島は朝鮮半島と同色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西国と同色

見高麗猶雲州望隠州／竹島一日磯竹　　　　　　　　　　　　彩色あり

　　　　　　　　　　　　　　　　彩色あり、但、隣接地と区別する色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩色あり

隠岐福浦「此湊船棚吉、竹島江之渡海此湊二而天気見合候」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝鮮半島と同色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹島と朝鮮半島の間に境界線？

隠岐福浦「此湊ヨリ辰巳之風ニテ亥之方ヨり少シ戌ノ方工掛テ走ル、竹

島工百里、松嶋工七拾里、朝鮮工百四十里、〔此ケンニテ走ハ不遠上々之
湊家有リ〕」

典　拠

古地図大成18頁

宇申戸市†重享29頁

古地図大成32頁

国絵図の世界210頁

国絵図の世界2ユ4頁

麗掴39頁

ネ申戸市博3a頁

神戸市博32頁

蔵田33頁

藍田38頁

薇田40頁

古地図集成33

神戸市博35頁

古地図大成62頁

川上20頁・拡大図

宇串戸τi了博37頁

鷹田35頁

古地図舅≦成59

地図大成64頁

半田26頁

川上挿図

古地図集成56

古地図集成48

古地図集成55

古地図集成57

国絵図の世界2！4頁

簾田3ユ頁

川上挿図

鳥取県，立図書館
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表　古地図にみえ

竹島 松島 航路表示

Ol　南謄部洲大日本国正統図 室町時代後期 ～隠鼓

02　日本地図屏風 安土桃山時代 なし

03　　日本図　（福井浄イ尋寺） 桃山時代 ○ ～隠岐

04　寛永巡検使国絵図（隠岐） 寛永ユ0年（1633）

05　正保国絵図（隠岐部分） ユ650年ごろ？

06　日本国之図 明暦2年（1656） ～隠岐

07寛文日本図 寛文悪澄（！661－73） なし

08本朝図鑑網目 貞享4年（ユ687） なし

09大日本総図 元禄年間（1688－1704） ～隠岐

10　日本海山山陸図 元禄4年（1691） 一隠岐

ユ1元禄日本総図 元禄15年（1702） ～隠岐

12徳川幕府市日本図 元禄15年（1702）

13　日本図・中国図 享保12年（1727） ～隠破

14　日本分野図 宝暦4年（1754） ○ 一隠岐一竹島

15　日本輿地路程全図 安永4年（1775） ○ ○
一

16　改正日本輿地路程全図 安永8年（1779） ○ ○ なし

17　新刻日本輿地路程全図 安永8年（1779） O ○ なし

18重鋼日本輿地全図 天明3年（1783） ○ ○

ユ9　三国通覧輿地路程全図 天明5年（ユ785） ○

20　日本二二方図 寛政8年（ユ796） ○ ○

21今所考定分界之図 文化元年（1804） ○ ○

22　大日本細見指掌全図 文化5年G808） ○ ○

23大日本下図 文化6年（1809）筆写 ○

24　浅野弥兵衛二二正日本図 文化8年（18U） ○ ○ 一隠岐

25大日本改正全図 文化8年（1811） ○ ○ ～隠岐

26文政国絵図（隠岐） 文政9年（1826）

27清朝～統之図 天保6年（1835）以後 ○ ○

28新刊輿地全図 文久元年（1861） ○

29　（隠岐国粋） 年未詳（17世紀か？）

古地図大成：『日本古地図大成』、講談社、ユ984年

古’地図集成：『日本古地図集成』、鹿島研究所畠〆粕、198ユ年

神戸市博：ぎ古地図セレクション』、神戸市立博物館、1994年

藍田：『蔽田文庫目録古地図編』、藤田文庫編纂委員会、2004年

川上：州上健三『竹島の歴史地理学的研：究』、古今書院、1966年
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概
ね
一
八
世
紀
前
半
に
、
B
か
ら
C
へ
の
変
化
は
一
八
世
紀
末
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
四
点
の
隠
岐
国
電
（
整
理
番
号
〇
四
、
〇
五
、
二
六
、
二
九
、
一
六
三
三
～
一
八
二
六
年
目
に
竹
島
（
馨
陵

島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
も
島
後
・
福
浦
に
竹
島
（
轡
陵
島
）
に
関
わ
る
ほ
ぼ
同
一
の
記
述
が
見
え

る
（
表
の
備
考
欄
参
照
）
。
竹
島
（
古
陵
島
）
渡
海
は
隠
岐
福
浦
か
ら
な
さ
れ
る
と
す
る
記
述
（
【
此
湊
命
懸
吉
、
竹
島
江
之
渡
海
此
湊
二
而
天
気
見
合

候
】
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
述
の
一
七
世
紀
鳥
取
藩
領
米
子
町
人
ら
の
竹
島
（
馨
陵
島
）
渡
海
の
事
実
を
踏
ま
え
た
記
載
で
あ
り
、
い
わ
ば
地

元
の
経
験
的
知
識
が
反
映
し
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
竹
島
（
夕
立
島
）
渡
海
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
の
ち
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
面
だ
け
が
同
様
に
引
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
日
本
図
で
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
一
八
世
紀
前
半
に
到
る
ま
で
竹
島
（
轡
陵
島
）
に
関
わ
る
痕
跡
を
見
出
せ
な
い
の
は
、

そ
う
し
た
経
験
的
知
識
等
が
地
元
以
外
で
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
一
七
世
紀
末
の
元
禄
竹
島
～
件
交
渉
の
の
ち
で
す

ら
竹
島
（
諺
陵
島
）
周
辺
海
域
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
古
地
図
の
描
か
れ
方
の
変
遷
の
意
味
を
探
る
た
め
に
、
隠
岐
国
に
か
か
わ
る
地
誌
的
記
述
の
な
か
に
竹
島
（
書
陵
島
）
・
松
島
（
竹

島
／
独
島
）
が
如
何
に
現
れ
る
か
年
代
順
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
『
本
朝
地
理
志
略
』
（
寛
丞
δ
年
ロ
六
四
三
〕
）
「
隠
岐
国
」
項
に
は
、
「
隠
岐
海
上
有
竹
島
、
翠
竹
多
鰻
味
甚
美
味
、
海
獣
日
葦
鹿
」

な
る
記
述
が
あ
る
。
噸
新
人
国
記
』
（
元
禄
～
四
年
〔
一
七
〇
一
〕
）
「
隠
岐
国
」
項
の
本
文
中
に
は
竹
島
（
鍵
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
島
島
）
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
記
述
が
存
在
し
な
い
も
の
の
、
「
隠
岐
国
」
挿
図
の
上
辺
に
「
竹
シ
マ
」
が
記
載
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
日
本
全
国
を
国
別
に
記
述
し
た
地
誌
的
記
述
と
は
別
に
、
実
際
に
隠
岐
諸
島
を
廻
っ
て
書
か
れ
た
地
誌
類
を
検
討
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
『
隠
州
視
聴
合
銀
』
（
寛
文
七
年
〔
＝
ハ
六
七
〕
）
で
は
「
日
本
学
血
流
、
以
豊
州
為
旨
意
」
と
し
て
隠
岐
国
が
日
本
の
西
北
境
界
だ

と
明
示
す
る
［
池
内
敏
二
〇
〇
六
A
］
か
ら
、
竹
島
（
醤
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
鷹
島
）
両
島
は
日
本
の
版
図
外
で
あ
る
。
『
お
き
の
す
さ
ひ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
④

（
宝
永
二
年
鷺
七
〇
五
〕
）
は
両
者
が
版
図
か
否
か
に
つ
い
て
触
れ
な
い
も
の
の
、
「
此
二
島
、
今
ハ
人
な
き
の
地
な
り
」
と
述
べ
る
。
『
隠
岐
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国
風
土
記
』
（
元
文
元
年
〔
一
七
三
六
〕
）
は
『
隠
州
視
聴
合
点
』
を
踏
ま
え
て
「
日
本
之
乾
地
、
単
位
州
為
限
也
」
と
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
ま

た
両
島
を
版
図
外
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
〇
年
代
）
ま
で
は
隠
岐
か
ら
竹
島
（
簿
陵
島
）
へ
出
漁
し
て
い
た
こ
と
、
近
年
で

は
そ
う
し
た
こ
と
も
絶
え
、
か
わ
り
に
朝
鮮
人
が
来
島
す
る
こ
と
を
記
す
。
『
隠
岐
古
記
集
』
（
文
政
六
年
〔
一
八
二
三
〕
）
は
、
「
歴
代
史
を
考
る

に
、
日
本
の
乾
地
此
国
を
以
て
限
り
と
す
る
也
」
と
述
べ
る
か
ら
や
は
り
畑
島
を
版
図
外
と
し
、
「
今
は
朝
鮮
人
来
住
す
」
と
述
べ
る
。

　
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
到
る
ま
で
、
竹
島
（
欝
陵
島
）
に
対
す
る
地
理
的
認
知
が
な
さ
れ
る
～
方
で
、

竹
島
（
繕
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
歩
）
両
翼
は
日
本
の
版
図
外
で
あ
る
と
す
る
領
域
認
識
も
あ
り
、
ま
た
先
述
の
ご
と
く
少
な
く
と
も
竹
島

（
翼
壁
島
）
は
日
本
領
で
は
な
い
こ
と
を
｝
七
世
紀
末
の
幕
府
が
公
式
に
確
認
し
て
い
る
。
日
本
図
上
に
竹
島
（
馨
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独

島
）
が
描
か
れ
な
か
っ
た
り
、
描
か
れ
て
も
彩
色
さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
広
ま
り
を
背
景
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
一
八
世
紀
以
後
に
な
る
と
、
騨
草
鷹
雑
談
隠
（
元
文
三
年
〔
｝
七
三
八
〕
）
に
「
憲
廟
の
御
下
〔
徳
川
綱
吉
の
と
き
〕
（
中
略
）
竹
嶋
を

朝
鮮
へ
与
へ
給
ふ
と
か
や
し
と
す
る
記
述
が
現
れ
た
り
、
噸
中
豊
漫
録
臨
（
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕
）
に
「
こ
の
島
〔
竹
島
（
欝
陵
島
）
〕
果
し
て

日
本
の
属
島
な
れ
と
も
、
遂
に
朝
鮮
に
取
ら
れ
た
り
」
と
す
る
記
述
が
現
れ
る
。
ま
た
『
隠
岐
の
家
づ
と
』
（
文
政
一
〇
年
〔
一
八
一
毛
〕
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

か
）
で
も
「
い
つ
れ
の
を
ほ
ん
と
き
こ
か
あ
り
な
ん
、
竹
嶋
を
え
ま
ほ
し
く
か
の
地
の
○
よ
り
こ
ひ
け
れ
ハ
、
望
む
ま
に
ま
に
た
び
玉
ひ
て
、

今
ハ
朝
鮮
の
も
の
と
な
り
け
る
と
そ
」
と
す
る
記
述
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
竹
島
（
灘
陵
島
）
は
も
と
も
と
日
本
領
で
あ
っ
た

が
、
朝
鮮
が
望
む
の
で
与
え
た
（
取
ら
れ
た
）
か
ら
今
で
は
朝
鮮
領
と
な
っ
た
、
と
す
る
。

　
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
前
半
に
な
っ
て
、
竹
島
（
轡
陵
島
）
は
も
と
も
と
日
本
領
だ
っ
た
が
今
は
朝
鮮
領
と
な
っ
た
と
す
る
地
誌
類
の
記
述
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
天
保
竹
島
渡
海
禁
令
は
、
竹
島
（
雀
陵
島
）
を
「
元
禄
之
度
、
朝
鮮
国
江
御
渡
し
」
に

な
っ
た
島
だ
と
定
義
し
て
全
国
法
令
で
周
知
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
、
～
九
世
紀
に
は
こ
う
し
た
見
解
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
の

日
本
図
で
、
竹
島
（
轡
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
が
日
本
本
土
と
同
色
に
彩
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
背
景
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
元
禄
竹
島
一
件
裁
定
時
の
老
中
阿
部
正
武
の
発
言
を
見
れ
ば
、
右
の
認
識
が
史
実
を
無
視
し
た
誤
謬
で
あ
る
こ
と
は
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明
ら
か
だ
か
ら
、

い
の
で
あ
る
。

両
島
に
つ
い
て
、
本
土
と
同
色
で
塗
ら
れ
た
日
本
図
の
存
在
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
日
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
た
り
得
な

①
た
だ
し
彩
色
が
施
さ
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
や
り
方
は
地
図
に
よ
っ
て

　
様
々
で
あ
る
（
表
参
照
）
。

②
隠
岐
国
（
文
政
国
絵
図
）
の
福
浦
の
部
分
に
竹
島
（
部
下
島
）
渡
海
に
関
わ
る

　
記
述
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
門
領
有
を
め
ぐ
っ
て
B
韓
両
国
が
対
立
す
る
こ
の

　
島
へ
は
、
古
く
か
ら
隠
岐
の
福
浦
よ
り
天
気
を
見
計
ら
っ
て
船
出
し
て
い
た
こ
と

　
が
知
ら
れ
る
」
（
［
国
絵
図
研
究
会
］
二
一
四
頁
、
執
筆
は
川
村
博
忠
）
と
す
る
の

　
は
、
近
世
の
竹
島
（
轡
陵
島
）
と
現
在
の
竹
島
／
独
島
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
、

　
文
政
国
絵
図
の
記
載
は
当
蒔
の
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
く
先
行
す
る
国
絵
図
の

　
記
載
を
引
き
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
の
こ
点
に
お
い
て
誤
り
で
あ
る
。

③
『
本
朝
地
理
志
略
』
開
新
人
国
記
臨
の
記
載
は
、
隠
岐
の
近
在
に
竹
島
（
灘
陵

　
島
）
が
あ
る
と
す
る
地
理
的
認
識
を
示
す
ま
で
で
あ
っ
て
、
領
有
認
識
を
示
す
も

　
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
地
誌
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
松
島
（
竹

　
島
／
独
島
）
が
認
識
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
福
井
浄
得
寺

　
の
日
本
図
に
「
併
載
」
の
み
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
地
理
認
識
が
背
景

　
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

④
　
本
稿
で
は
国
立
国
会
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

三
　
安
龍
福
事
件
と
竹
島
（
欝
陵
島
）
・
松
島
（
竹
島
／
豊
島
）

　
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
が
江
戸
で
鳥
取
藩
に
伝
え
ら
れ
た
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
正
月
二
八
日
か
ら
、
そ
の
内
容
が
朝
鮮
政
府
中
央
に
伝
わ

る
元
禄
一
〇
年
正
月
半
ば
以
後
ま
で
に
～
年
以
上
の
時
差
1
1
空
白
が
存
在
す
る
。
そ
の
空
白
の
時
期
に
、
安
龍
福
を
含
む
一
一
名
の
朝
鮮
人
が

隠
岐
国
に
現
れ
、
二
ヶ
月
余
り
鳥
取
藩
領
に
滞
在
す
る
事
件
が
発
生
す
る
（
狭
義
の
安
龍
福
事
件
）
。
同
年
八
月
初
め
に
鳥
取
藩
領
か
ら
直
ち
に

帰
国
の
途
に
就
き
、
同
月
末
に
朝
鮮
・
江
原
道
で
捕
縛
さ
れ
て
朝
鮮
官
憲
に
よ
っ
て
審
問
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
に
先
立

つ
元
禄
⊥
ハ
年
（
一
六
九
王
）
に
も
安
肝
玉
は
鳥
取
藩
領
に
来
て
い
る
。
元
禄
五
年
・
六
年
と
連
年
に
わ
た
っ
て
竹
島
（
鍵
陵
島
）
で
朝
鮮
人
漁
民

と
競
合
し
て
漁
に
な
ら
な
か
っ
た
大
谷
・
村
川
船
が
、
島
で
出
会
っ
た
安
龍
福
を
鳥
取
城
下
ま
で
連
行
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き

の
経
験
が
「
狭
義
の
安
龍
福
事
件
」
と
密
接
に
関
連
す
る
か
ら
、
元
禄
六
年
の
事
件
も
含
め
て
「
広
義
の
安
墨
描
事
件
」
と
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。

　
さ
て
、
青
龍
福
は
、
現
代
韓
国
で
は
竹
島
／
繁
簡
を
護
っ
た
英
雄
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
朝
鮮
で
の
取
り
調
べ
に
対
す
る
以
下
の
よ
う
な
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供
述
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　
「
狭
義
の
安
龍
福
事
件
」
の
発
端
に
か
か
わ
る
安
龍
福
発
雷
は
、
朝
鮮
王
朝
粛
宗
（
一
六
七
四
⊥
七
二
〇
）
代
の
正
史
『
粛
宗
実
録
』
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
欝
血
島
へ
渡
航
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
日
本
船
が
来
泊
し
て
い
た
の
で
「
轡
陵
島
は
も
と
も
と
朝
鮮
領
な
の
に
、
ど

う
し
て
日
本
人
が
越
境
し
て
こ
の
地
を
侵
す
の
か
」
と
一
喝
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
も
と
も
と
松
島
に
住
ん
で
お
り
、
た
ま
た
ま
漁
の
た
め
に
出

て
き
た
ま
で
だ
」
と
弁
明
す
る
日
本
人
を
「
松
島
と
は
す
な
わ
ち
子
山
島
（
子
山
島
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
れ
も
ま
た
わ
が
国
の
土
地
で

あ
る
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
か
【
松
島
一
子
山
島
、
此
亦
我
国
地
、
嬉
々
住
此
耶
】
（
以
下
【
甲
】
と
表
記
す
る
と
と
叱

責
し
、
逃
げ
る
日
本
人
を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
隠
岐
島
に
到
っ
た
（
『
粛
宗
実
録
騙
粛
宗
二
二
年
〔
一
六
九
六
〕
九
月
二
五
日
条
）
、
と
。

　
ま
た
隠
岐
に
到
着
し
て
か
ら
鳥
取
藩
領
滞
在
中
の
動
静
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
た
（
粛
宗
実
盤
同
前
）
。
隠
岐
で
安
龍

福
は
「
先
年
（
光
禄
六
年
）
日
本
へ
来
た
と
き
に
『
欝
陵
・
子
山
等
の
島
を
朝
鮮
領
と
し
て
日
本
と
の
境
界
と
定
め
る
』
と
い
う
関
白
（
徳
川
将

軍
）
の
文
書
を
得
た
【
頃
年
吾
入
来
此
処
、
以
領
主
・
子
山
踏
島
、
定
以
朝
鮮
地
界
、
至
有
関
白
書
契
】
（
以
下
門
乙
】
）
」
と
発
言
し
た
。
鳥
取

海
草
で
は
「
欝
陵
子
山
両
島
二
重
将
」
と
名
乗
り
、
青
帖
裏
の
官
服
・
黒
布
の
冠
・
皮
靴
を
身
に
ま
と
っ
た
。
鳥
取
城
下
で
は
対
座
し
た
藩
主

か
ら
来
た
理
由
を
問
わ
れ
、
「
前
に
醤
陵
・
子
山
号
島
に
関
す
る
将
軍
の
文
書
を
得
た
の
は
明
ら
か
な
の
に
、
そ
れ
を
対
馬
藩
主
に
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
門
前
日
立
両
難
事
、
受
出
書
契
、
不
蕾
明
白
、
而
立
馬
島
主
、
奪
取
書
契
】
（
以
下
【
丙
】
）
」
こ
と
等
を
訴
え
た
か
っ
た
と
返
答
し
た
、

等
々
。
ま
た
元
禄
六
年
の
事
件
に
際
し
て
東
急
府
で
な
さ
れ
た
楡
集
一
に
よ
る
審
問
に
際
し
て
「
鳥
取
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
銀
貨
及
文
書
」

を
対
馬
藩
の
人
間
に
こ
と
ご
と
く
奪
わ
れ
た
【
以
為
優
物
墓
所
給
銀
貨
及
文
書
、
馬
島
人
籾
〔
劫
〕
】
（
以
下
【
丁
】
）
」
（
『
粛
宗
実
録
』
粛
宗
二
二

年
｝
○
月
二
三
日
条
）
と
も
述
べ
る
σ

　
さ
て
、
元
禄
六
年
の
安
心
福
は
、
竹
島
（
轡
陵
島
）
出
漁
を
め
ぐ
る
競
合
の
末
に
大
谷
・
村
川
家
の
船
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、

幕
府
は
こ
れ
を
契
機
に
対
馬
藩
に
対
し
て
「
竹
島
（
欝
陵
島
）
へ
の
朝
鮮
人
出
漁
禁
止
を
求
め
る
」
日
朝
交
渉
を
命
じ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下

で
徳
川
将
軍
が
湿
田
島
・
子
山
島
を
朝
鮮
領
と
認
め
る
文
書
を
書
け
る
は
ず
も
な
く
、
鳥
取
か
ら
長
崎
・
対
馬
府
中
経
由
で
送
還
さ
れ
た
安
龍
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福
が
将
軍
直
書
を
受
け
取
る
…
機
会
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
【
乙
】
【
丙
】
が
史
実
と
は
考
え
が
た
い
。

　
ま
た
、
近
年
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
隠
岐
・
村
上
助
九
郎
家
文
書
「
元
禄
九
丙
子
童
朝
鮮
舟
着
岸
一
巻
之
覚
書
」
（
以
下
、
村
上
家
文
書
と

略
す
）
は
、
隠
岐
代
官
手
代
に
よ
る
安
龍
福
一
行
に
対
す
る
詳
細
な
事
情
聴
取
記
録
だ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
【
甲
】
も
ま
た
想
定
し
が
た
い
。

　
そ
れ
は
第
一
に
、
村
上
家
文
書
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
安
総
構
の
隠
岐
到
着
前
後
に
そ
う
し
た
騒
動
の
陰
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
安

龍
福
自
体
も
そ
う
し
た
訴
え
を
一
度
も
行
っ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
村
上
家
文
書
に
含
ま
れ
る
五
月
二
一
日
に
な
さ
れ
た
庄
屋
与
次
右
衛
門
と

の
対
話
記
録
の
一
節
で
あ
る
。
飯
米
不
足
を
訴
え
た
安
龍
福
が
、
訴
訟
目
的
で
来
る
な
ら
飯
米
を
十
分
に
準
備
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
庄

屋
に
反
駁
さ
れ
て
、
「
竹
島
（
健
陵
島
）
を
出
て
か
ら
直
接
に
日
本
に
着
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
【
竹
嶋
十
五
日
二
恩
候
得
者
、
其
侭
日
本
之

地
へ
着
可
申
、
日
本
産
地
二
而
ハ
御
如
在
無
之
と
存
】
」
と
述
べ
る
。
隠
岐
へ
立
ち
寄
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
、
の
意
で
あ
る
。
第
三
に
、
村

上
家
文
書
に
記
録
さ
れ
た
安
望
事
の
繋
属
（
身
分
証
明
書
）
に
「
通
政
大
夫
」
な
る
詐
称
身
分
が
記
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
詐
称
は
相
手
か
ら

相
応
の
待
遇
を
得
て
、
自
ら
の
主
張
に
正
当
性
を
付
与
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
竹
島
（
髭
陵
島
）
に
到
る
前
か
ら
鳥
取
藩
領
へ
の
渡
航

を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
決
し
て
偶
然
の
渡
航
な
ど
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
竹
島
（
鍵
陵
島
）
で
偶
然
出
会
っ
た
日
本
人
を

追
跡
し
て
隠
岐
へ
到
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
門
甲
】
が
燃
せ
ら
れ
た
と
す
る
朝
鮮
官
憲
へ
の
供
述
に
は
客
観
的
な
裏
付
け
が
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
鳥
取
藩
江
戸
藩
邸
で
の
記
録
（
『
御
祐
筆
日
記
』
元
禄
九
年
六
月
；
百
項
）
に
よ
れ
ば
、
隠
岐
代
官
手
代
か
ら
の
情
報
が
以
下
の

よ
う
な
か
た
ち
で
六
月
二
日
に
鳥
取
藩
国
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
朝
鮮
船
一
瓢
が
五
月
二
〇
日
に
隠
岐
に
着
い
た
こ
と
、
隠
岐

代
官
後
藤
角
盆
衛
門
の
手
代
中
瀬
弾
右
衛
門
と
山
本
清
右
衛
門
が
事
情
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
「
朝
鮮
船
三
二
艘
で
竹
島
（
山
陵
島
）
に
渡
海
し
た

こ
と
、
今
回
着
岸
し
た
の
は
そ
の
う
ち
の
一
調
で
乗
員
は
一
一
名
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
船
は
伯
輝
国
へ
『
願
之
儀
』
が
あ
っ
て
や
っ
て
き
た
こ

と
」
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
中
瀬
・
山
本
両
名
か
ら
飛
脚
便
で
鳥
取
城
下
ま
で
通
知
が
な
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
情
報

は
同
月
＝
一
一
日
に
江
戸
藩
邸
ま
で
届
き
、
た
だ
ち
に
老
中
大
久
保
加
賀
守
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
も
右
の
史
料
か
ら
分
か
る
。

　
「
朝
鮮
人
が
隠
岐
へ
来
航
し
て
因
幡
に
訴
訟
が
あ
る
と
告
げ
た
の
ち
鳥
取
藩
領
に
到
っ
た
」
と
い
う
事
件
概
要
が
対
馬
藩
江
戸
藩
邸
に
報
さ
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れ
た
の
は
六
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
る
（
『
竹
嶋
記
事
』
元
禄
九
年
六
月
二
一
二
臼
綱
）
。
さ
っ
そ
く
対
馬
豊
里
一
戸
留
守
居
鈴
木
半
兵
衛
が
鳥
取
藩
江

戸
留
守
居
吉
田
平
馬
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
朝
鮮
入
食
龍
福
は
あ
れ
こ
れ
と
事
情
に
も
通
じ
て
お
り
、
だ
い
た
い
日
本
語
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

訴
訟
の
件
は
、
対
馬
藩
に
関
わ
る
こ
と
の
よ
う
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
（
【
朝
鮮
人
ア
ン
ヒ
チ
ヤ
ク
諸
事
案
内
を
も
能
存
、
大
形
日
野
署
葉
を
申
候
、
、
訴

訟
之
儀
者
其
元
様
之
儀
二
乗
御
座
劣
様
二
聞
へ
量
感
】
）
と
い
う
。
「
対
馬
藩
と
関
わ
る
こ
と
」
の
内
容
に
つ
い
て
書
田
平
馬
は
、
元
禄
六
年
に
人
質

と
し
て
連
行
・
送
還
さ
れ
た
際
に
、
対
馬
藩
で
は
縛
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
安
龍
福
は
再
三
述
べ
て
い
る
、
と
い
う
（
【
ア
ン
ヒ

チ
ヤ
ク
を
先
年
竹
島
江
参
候
節
御
国
元
朝
五
二
興
し
は
り
な
と
ハ
不
被
成
候
哉
、
左
様
黒
髪
共
申
、
兎
角
何
角
と
其
元
様
之
事
を
申
候
M
）
。
こ
の
範
囲
で
考

え
る
限
り
で
は
、
安
龍
福
の
来
航
目
的
は
、
先
回
の
送
還
時
に
対
馬
藩
か
ら
う
け
た
冷
遇
に
対
す
る
不
満
を
訴
え
た
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
元
禄
六
年
の
朝
鮮
帰
国
直
後
に
お
け
る
安
龍
華
発
言
門
丁
】
と
符
合
す
る
点
と
も
い
え
る
。
少
な
く
と
も
鳥
取
藩
で

は
安
龍
福
の
来
航
目
的
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
村
上
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
安
重
々
が
「
伯
書
聖
へ
行
き
、
鳥
取
藩
主
に
訴
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
や
っ
て
来
た
内
伯
州
江
参
、
母
鳥
伯
書
守

様
江
御
断
之
義
在
之
罷
越
申
候
】
」
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た
以
下
の
記
述
も
あ
る
。

〔
史
料
七
〕

　
　
　
　
（
前
略
）
右
〔
五
月
〕
廿
二
日
、
安
龍
福
・
李
稗
元
・
雷
憲
・
同
弟
子
、
陸
へ
上
り
要
事
ハ
、
西
風
強
ク
船
中
不
静
、
物
書
候
義
眼
成
候
間
、
陸
へ
上

　
　
り
認
可
申
と
申
候
二
付
、
海
辺
近
キ
百
姓
家
へ
入
レ
候
処
、
準
則
二
至
り
、
前
々
書
付
斗
書
出
し
申
候
、
廿
一
日
舟
に
て
認
懸
り
申
候
書
簡
、
今
度
之
訴

　
　
詔
一
巻
と
被
存
、
長
々
と
仕
た
る
下
書
ヲ
致
シ
、
本
書
を
も
認
懸
り
「
候
へ
と
も
、
廿
二
日
陸
へ
上
り
、
相
談
仕
、
か
へ
」
（
以
上
、
挿
入
部
分
）
候
様

　
　
　
二
相
見
へ
申
、
併
前
之
書
付
二
而
始
終
大
体
わ
け
聞
へ
申
候
様
二
奉
存
候
、
其
通
二
曲
差
置
申
候
、

　
右
に
よ
れ
ば
、
安
龍
華
ら
は
、
そ
の
内
容
を
箇
条
書
き
に
し
て
い
た
メ
モ
を
も
と
に
五
月
二
一
瞬
ま
で
に
船
中
で
訴
状
の
文
章
化
を
試
み
て

い
た
。
今
度
来
航
理
由
と
な
っ
た
訴
状
の
下
書
き
と
思
わ
れ
る
長
々
と
し
た
下
書
き
を
所
持
し
、
清
書
も
部
分
的
に
は
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
船
中
で
は
波
で
揺
れ
て
書
き
づ
ら
い
た
め
安
龍
福
ら
は
上
陸
し
て
清
書
で
き
る
よ
う
援
助
を
求
め
、
隠
岐
代
官
手
代
側
は
海
辺
近
く
の
百
姓
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家
を
あ
て
が
っ
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
同
二
二
日
に
み
て
が
わ
れ
た
百
姓
家
で
網
点
の
上
で
書
き
直
さ
れ
た
ら
し
い
と
い
う
。
右
の
記
述
か

ら
す
る
と
、
隠
岐
代
官
手
代
た
ち
は
、
書
き
改
め
ら
れ
て
清
書
さ
れ
た
訴
状
は
入
手
し
て
い
な
い
も
の
の
、
修
正
前
の
訴
状
の
下
書
き
は
入
手

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
修
正
前
の
訴
状
で
お
お
よ
そ
の
内
容
は
分
か
る
【
前
之
書
付
二
而
始
終
大
体
わ
け
聞
へ
申
言
様
二
奉
存

候
】
」
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
村
上
家
文
書
で
は
「
今
回
の
事
情
聴
取
記
録
と
朝
鮮
人
か
ら
入
手
し
た
文
書
類
を
、
そ
れ
ら
の
一
覧
を
作
成
し
て
【
此
度
朝
鮮

一
巻
之
書
付
井
朝
鮮
入
山
窟
書
付
、
目
録
二
記
之
】
」
石
見
の
幕
府
代
官
所
ま
で
使
者
に
持
参
さ
せ
る
と
も
記
す
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
人
が

鳥
取
藩
に
訴
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
隠
岐
に
現
れ
た
と
の
情
報
や
持
参
文
書
類
は
、
幕
府
代
官
所
ル
ー
ト
を
逓
じ
て
江
戸
幕
府
老
中
の
も
と
へ

届
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
一
方
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
隠
岐
代
官
手
代
中
瀬
・
山
本
は
、
隠
岐
へ
や
っ
て
来
た
朝
鮮
船
は
伯
書
国
へ
『
願
之
儀
』
が
あ
っ
て
来
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
鳥
取
藩
に
伝
え
た
。
中
瀬
・
山
本
は
具
体
的
な
訴
状
の
内
容
に
つ
い
て
も
把
握
済
み
な
の
だ
か
ら
、
恐
ら
く
は
安
龍
福
ら
が
作

成
し
た
訴
状
下
書
の
写
は
鳥
取
藩
国
元
へ
も
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
。

　
こ
う
し
て
安
富
福
ら
に
よ
る
訴
状
の
下
書
は
、
幕
府
代
官
所
ル
ー
ト
お
よ
び
鳥
取
藩
ル
ー
ト
を
通
じ
て
江
戸
幕
府
老
中
の
も
と
へ
届
い
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
竹
嶋
記
事
』
を
追
い
か
け
る
限
り
で
は
、
安
龍
骨
の
訴
状
等
が
幕
府
側
か
ら
問
題
と
さ
れ
た
形
跡
は
ひ
と
つ

も
な
い
。
ま
た
、
安
龍
福
が
持
参
し
た
「
公
方
様
へ
差
上
候
書
物
、
或
因
幡
領
主
毛
虫
差
出
候
書
物
」
は
、
少
な
く
と
も
鳥
取
藩
江
戸
留
守
居

の
手
元
に
ま
で
は
届
け
ら
れ
て
い
た
が
、
「
そ
う
し
た
書
物
を
含
め
て
何
も
と
り
あ
げ
な
い
【
夫
共
に
何
事
も
取
上
不
申
開
】
」
と
い
う
。
と
す

れ
ば
、
幕
府
も
鳥
取
藩
も
安
右
心
の
訴
状
内
容
を
目
に
し
な
が
ら
も
一
切
取
り
上
げ
ず
に
黙
殺
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
き
は
今
、
元
禄

竹
島
渡
海
禁
令
を
個
別
法
令
と
し
て
鳥
取
藩
に
与
え
、
対
馬
藩
か
ら
朝
鮮
政
府
へ
は
伝
達
さ
れ
る
葡
の
段
階
で
あ
る
。
万
　
、
こ
う
し
た
問
題

に
密
接
に
関
わ
る
よ
う
な
内
容
が
、
脇
か
ら
訴
状
と
い
う
か
た
ち
で
公
的
に
提
起
さ
れ
た
場
合
（
し
か
も
幕
府
代
官
所
ル
ー
ト
・
鳥
取
藩
ル
ー
ト
と

い
う
複
数
の
伝
達
経
路
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
）
に
、
か
く
も
容
易
に
黙
殺
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
か
ら
し
て
も
、
墨
黒
福
の
訴
訟
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内
容
は
、
領
土
問
題
と
は
い
か
な
る
関
わ
り
を
も
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
元
禄
九
年
正
月
二
八
日
に
濡
せ
ら
れ
た
竹
島
渡
海
禁
令
は
、
同
年
五
～
八
月
の
安
龍
福
事
件
を
挟
み
、
元
禄
一
〇
年
正
月
　
○

日
以
後
に
朝
鮮
政
府
中
央
に
伝
わ
っ
た
。
最
終
的
に
日
怪
聞
で
合
意
に
達
し
た
渡
海
禁
令
で
は
竹
島
（
畿
陵
島
）
へ
の
日
本
人
渡
海
禁
止
を
述

べ
て
い
る
。
安
龍
福
事
件
を
経
た
前
後
で
そ
の
中
身
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
元
禄
竹
島
（
欝
陵
島
）
一
件
交
渉
の
結
論
に
安
龍
福
（
事

件
）
の
影
響
は
皆
無
で
あ
る
。
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
は
文
面
上
松
島
（
竹
島
／
佃
島
）
に
つ
い
て
何
ら
言
及
せ
ず
、
朝
鮮
側
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

に
受
け
入
れ
た
以
上
、
こ
の
と
き
の
日
本
側
・
朝
鮮
側
い
ず
れ
も
が
松
島
（
竹
島
／
藤
島
）
を
不
問
に
付
し
た
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ

う
で
あ
る
以
上
は
、
一
七
世
紀
末
に
あ
っ
て
は
、
松
島
（
竹
島
／
合
意
）
は
日
朝
間
の
係
争
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
両
国
い

ず
れ
に
と
っ
て
も
領
有
認
識
の
対
象
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

む
　
す
　
び
　
に

　
以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
成
り
立
ち
や
近
世
に
お
け
る
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
利
用
の
実
態
や
渡
海
者
の
実
体

験
、
地
誌
の
記
述
を
踏
ま
え
た
古
地
図
の
記
載
様
式
の
理
解
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
と
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
松
島
（
竹
島
／
葺
師
）
は
、
日

本
の
版
図
外
の
存
在
で
あ
っ
た
。
～
方
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
を
そ
の
ま
ま
に
受
容
し
た
朝
鮮
政
府
に
あ
っ
て
も
、
松
島
（
竹
島
／
畑
島
）
は

版
図
外
の
存
在
で
あ
っ
た
。
安
龍
福
が
松
島
（
竹
島
／
豊
島
）
も
朝
鮮
領
だ
と
主
張
し
た
と
す
る
発
言
は
、
同
時
期
の
日
本
側
資
料
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
史
実
と
し
て
は
認
め
が
た
く
、
ま
た
朝
鮮
政
府
も
そ
の
安
龍
福
発
言
に
着
目
し
た
形
跡
が
全
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
安
龍
福
発
言

を
も
と
に
松
島
（
竹
島
／
独
島
）
が
朝
鮮
王
朝
の
版
図
に
含
ま
れ
て
い
た
な
ど
と
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
日
本
で
は
そ
の
西
北
境
界
を
隠
岐
国
（
隠
岐
諸
島
）
と
見
な
し
、
当
該
期
の
朝
鮮
王
朝
政
府
で
は
畿
陵
島

を
そ
の
東
限
と
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
雛
陵
島
と
隠
岐
諸
島
の
あ
い
だ
に
所
在
す
る
七
島
は
、
い
ず
れ
の
政
府
に
と
っ
て
も
領
有

認
識
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
国
境
認
識
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

145　（145）



　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
〇
月
、
島
根
県
が
内
務
省
に
提
出
し
た
「
日
本
海
内
灘
島
外
一
島
地
籍
編
纂
方
伺
」
に
対
し
て
翌
年
な
さ
れ
た

太
政
官
の
回
答
は
「
本
邦
関
係
こ
れ
無
き
義
と
相
心
得
べ
き
こ
と
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
一
六

日
置
韓
国
江
原
道
平
海
馬
陵
島
人
三
二
名
が
「
韓
暦
三
月
十
五
日
、
釜
山
ヨ
リ
平
海
醤
陵
島
へ
航
行
ノ
途
、
風
波
ノ
畢
生
韓
国
松
島
沖
二
漂
流

中
、
四
月
十
四
日
、
同
所
ヲ
通
過
シ
タ
ル
露
国
汽
船
ピ
ー
タ
ル
ス
ボ
ル
グ
号
二
救
助
セ
ラ
レ
（
以
下
略
）
」
た
と
、
長
崎
県
知
事
が
外
務
大
臣
に

あ
て
て
公
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。
同
年
＝
月
二
二
日
に
外
務
次
官
か
ら
在
釜
山
領
事
に
あ
て
た
公
文
書
で
も
「
韓
国
松
島
沖
二
漂
流
中
、

露
国
汽
船
ピ
！
タ
ル
ス
ボ
ル
グ
号
二
救
助
セ
ラ
レ
」
と
記
さ
れ
る
（
噸
困
難
船
及
碧
雲
救
助
雑
件
曝
朝
鮮
国
之
部
八
、
外
務
省
外
交
史
料
館
）
。
右
に
い

う
「
韓
国
松
島
」
は
、
報
告
の
記
述
に
従
え
ば
竹
島
／
黒
砂
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
と
き
ま
で
も
松

島
（
竹
島
／
独
島
）
は
日
本
の
版
図
外
で
あ
っ
た
。

　
松
島
（
竹
島
／
独
客
）
が
明
治
日
本
政
府
の
領
有
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
冒
頭
の
時
期

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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Moluccas　lsiands　and　the　Philippines　discovered　by　Magellan，　but　lrnportant　data

seems　to　have　been　manipulated．

　　Af＃er　the　circumnavigadon　of　the　Victor・ia，　the　serious　issue　of　the　dominion

over　the　Moiuccas　lslands　arose　between　the　two　nations．　Legal　exper£s，　scho－

lars，　and　navigaSors　commissloned　by　the　Spanish　and　Portuguese　crowns　met　at

the　border　cities　of　Badajoz－Elvas　in　April　to　May　1524　to　discuss　how　and　where

the　iine　of　Ante－Demarcagon　should　be　located　in　Asia，　and　which　monarchy　had

the　right　to　dominate　or　possess　the　Moluccas　lslands．　They　were　unable　to　re－

solve　these　issues．　But　both　monarchies　maintained　the　discourse　on　the　De－

marcation　to　keep　other　European　powers　out　of　their　spheres　of　influence　and　to

stand　against　the　idea　of　effective　occupation　unti1　the　latter　half　of　18t’i　century．

The　Northwestern　Border　of　Early　Modern　Japan

by

IKEUCHI　Satoshi

　　Through　an　analysis　of　the　forrnation　of　the　Genroku－era　prohibition　against

voyaging　to　Takeshima，　the　realities　of　the　usage　of　Matsushima　（Takeshima／

Dol〈to）　in　the　early－modern　times，　the　experiences　of　voyagers，　gazetteers　and

maps，　it　is　clear　that　Matsushima　（Tal〈eshima／Dol〈to）　lay　outside　the　territory　of

Japan　during　the　Edo　period．　On　the　other　harid，　it　is　difificult　to　recognize　the

claim　of　An　Yong－bok　that　Matsushna　（Tal〈eshirriEUDol〈to）　was　Joseon　territory　as

historical　fact，　and　there　is　no　evidence　that　the　Joseon　government　made　an蜘1g

of　the　claim．　Therefore，　it　is　impossible　to　argue　that　Matsushima　（Takeshima／

Dokto）　was　included　within　the　territory　of　the　Joseon　dynasty　on　the　basis　of　An

Yong－bok’s　statement．　Ma亀sushima（Takeshima／Dokto）also　lay　outside　the　territo－

rial　limits　of　the　Joseon　government．　The　northwestern　boundary　of　Japan　was　the

Oki　islands　and　the　eastern　boundary　of　Joseon　was　Ullungdo．　Tal〈eshima／Dokto，

which　lies　between　these　two，　lay　outside　the　territorial　c｝aims　of　both　gov－

ernments．
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